
地域の方の講演を聴いている様子 

 

 

１ 学校名 基山町立基山中学校 

２ 所在地 佐賀県三養基郡基山町宮浦９４１ 

３ 校長名 江島良介 

４ 学級数 

児童生徒数 

   １９学級 

    ５７４人 

５ 実施学年 

   児童生徒数 

   第 1 学年 

   １７７人 

６ 取組のねらい 

総合的な学習の時間に取り組む「郷土（基山）を知ろう」の一環として、UD

教育を位置づける。ＵＤの基本理念や実際にどのようなものがあるのかを調

べ、学習することによって、多様な個性や違いについての理解を深め、思いや

りの心を育てたい。 

 

７ 取組の実際 

  総合的な学習の一環としたので、郷土（基山）    

を知るために、地域の方をゲストティーチャーと  

して招き、歴史・自然・福祉・産業についての講 

演を行った。すべての講演を聴き終えたところ 

で、グループ分けを行い、福祉グループの中でＵ 

Ｄについての学習を深めることとした。 

  まず、UD とバリアフリーの違いについて、担 

当教師が 2 時間の授業を行った。その中で、UD 

の基本理念である「はじめからいろいろな人が利用することを前提にみん 

なが使いやすい」ということを特に強調した。 

  生徒自身に課題を設定させるために、ブレインライティングなどの手法を取

り入れ、2～3 人のグループで課題解決を図ることとした。 

 調査活動としては、まず図書資料等を利用し

て、UD についての基礎的な学習をし、次にフィ

ールドワークを通して基山町の現状を把握し、最

後に自分たちの考えをまとめて、提言を行うとい

う活動を行った。 

 生徒のレポートとしては、大きく 2 種類に分類

することができる。ひとつは役場や駅などの公共

施設に UD を取り入れたものがどの程度存在する

のかを調査し、これからの基山町のあり方を  

考えるもの。もうひとつは、自分たちが身近に感じているモノ（特に文房具）

平成２１年度ユニバーサルデザイン（ＵＤ）教育の取組 

集めた資料を整理し、レポートを作成 



における UD の現状調査である。前者のグループは実際に役場や駅、町立図書

館などを訪ね、UD を取り入れた施設やモノにはどのようなモノがあるのかを

把握してきた。後者のグループは文房具の大手メーカー（コクヨ）のＨＰから

UD 商品を検索し、その誕生の経緯やコンセプトを知ることにより、大いに関

心を高めたようであった。 

 

８ 取組の成果と課題 

  UD の概念自体は 1985 年に提唱されたもので、まだまだ歴史が浅く、全体的

に浸透しているとは言い難い。そのため、従来から進められてきたバリアフリ

ーとの線引きが難しかったようだ。事実、全く混乱して理解していたものも少

なくなかった。また、本年度は UD について“知る”ことのみで終わってしま

ったので、今後の課題としては、どのような配慮がどのようなデザインを生ん

だのかという、UD の理念に触れるような活動を構築していく必要があるだろ

う。 

 

生徒作品（報告書） 

 

 



 

 

 

 


